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医療・介護等の
支援ネットワーク

構築

認知症対応力
向上のための

支援

相談支援
・

支援体制構築

・認知症疾患医療センターを含む医療機関、介護サービス事業所等関係者の
連携体制構築

・認知症ケアネット（赤とんぼ連携ノート、認知症生活べんり帳）の作成・普及

・認知症に関する正しい知識の普及・啓発
・認知症対応力向上研修を医師会等と共催、多職種協働研修の開催
・たつの市キャラバン・メイト連絡会の支援、認知症サポーターの支援

・認知症予防普及啓発（個別相談、講座の実施など）
・認知症初期集中支援チームの主導・調整
・もの忘れ相談の実施
・認知症の相談支援、認知症カフェ等の支援

・若年性認知症の相談支援、若年性認知症カフェの開催
・チームオレンジの構築
・はいかい高齢者等見守りSOSネットワーク構築
・はいかい高齢者家族支援サービス
（GPS貸出、はいかい高齢者等お出かけリスクゼロ事業）の普及
・介護マークの普及

【たつの市】認知症地域支援推進員について
１ 認知症地域支援推進員：５名（専従：４名 兼務：1名）
２ 認知症地域支援推進員の役割





【市の目指す姿】
認知症になっても安心・安全の「たつの市」へ

令和５年度２チーム目のチーム
オレンジ立ち上げに取り組んだ。

令和３年度に
若年性認知症家族会にステップ
アップ講座を実施し、１チーム目
のオレンジが立ち上がった。



認知症地域支援推進員４名で情報共有し、
うち２名が中心となり、チームオレンジ
立ち上げに取り組んだ。

【事前準備】
・実施マニュアルの確認
・チームオレンジ結成チラシの修正
【グループ選定】
・認知症サポーター養成講座を
受講しているグループ
・既に認知症の方とともに活動を
しているグループ



①市内の多世代交流カフェへ

スタッフが認知症サポーター養成講座を受講。認知症の方が普段

からカフェを利用。スタッフ同士で情報共有し、さりげなく見守り

されている。認知症の方もステージ奏者として活躍する音楽イベントを実施。

②自治会の支え合いネットワークへ

「誰もが安心して心豊かに暮らせる地域づくり」に取り組む自治会のネットワー

ク。本人・家族の同意を得て情報台帳を整え、自治会内を10エリアに分けてささ

えあいマップを作成。毎週木曜日には公民館で健康講座といきいき百歳体操実施。

チームオレンジの説明
とステップアップ講座

の調整へ



【立ち上げにおいて大切にしている事】

チームオレンジという新たな

「枠組み」や「形」をつくる事ではない

・既存の資源や地域のつながりを大切にする

・認知症の方やその家族の思い、意見を大切にする

・認知症のあるなしに関わらず、認知症の方も認知

症でない方も、皆がともに活動している事



②チームリーダーの発掘とリーダーの活動維持とサポート

リーダーになる事に強い負担感や不安を抱かれないように、また既にされてい

る活動が維持・継続できるように配慮が必要

③チームオレンジ立ち上げ後のフォローアップ(つながり合いと地域づくり）

立ち上げるだけでなく、その後のチームの活動状況の確認やチームメンバーの

変更によるステップアップ講座受講など伴走が必要

①「チームオレンジ」についての普及啓発

チームオレンジがよく分からない、何か特別な事が必要？と言った声を聞き、

チームオレンジについての更なる普及啓発が必要



【今後について】

令和６年度も２チーム目のチームオレンジ

立ち上げに向けて取組み継続中

・チームオレンジの普及啓発
・ステップアップ講座実施（６月・９月予定）
・既に活動しているチームのフォローアップ


